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甲
府

9月定例会

信玄公画像（武田神社蔵）

決算審査特別委員会を

設置し、令和2年度決算に

関する議案を審査



議会は、
市民に開かれた議会を目指し、

透明性を高め積極的な情報公開を行うため、
様々な媒体の活用に努めるものとする。

議会は、
市民の議会への積極的な参加を促すとともに、

政策提案につなげるため、
市民との直接対話の場を設けるものとする。

広聴広報委員会を設置しました！
甲府市議会に

主な業務： 市民意見等の聴取・整理
取り組み： 市民と議会の交流会の企画等
 （SDGs をテーマに現役世代との
 意見交換を予定）
 その他、広聴活動の素案づくり

委員長

山 中 和 男

議会は、

広聴広報機能の充実のため、

別に定めるところにより、

広聴広報委員会を置く。

広
聴
部
会

　甲府市議会基本条例の制定により、市民に開かれた議会を目指し、広聴
機能と広報機能を更に充実・推進するため、広聴広報委員会を設置しました。

＜モバイル＞

＜フェイスブック＞

主な業務： 市民への情報公開
取り組み： 議会だより（案）の作成
 （企画ページを中心に掲載内容を考案、作成）
 SNS による情報発信の企画等
　 （フェイスブック等の更新）

●甲府市議会ホームページ
URL https://www.city.kofu.yamanashi.jp/shise/gikai/index.html
議員名簿、議会の日程、審議結果、本会議等の会議録、議長交際費、政務活動費、
甲府市議会だよりなどを発信しています。

●甲府市議会 Facebook
本会議の質問議員や調査研究会の様子など
甲府市議会の情報を発信しています。

●インターネット中継＆テレビ中継
甲府市議会のホームページから本会議の様子を生中継や
録画中継で見ることができます。
また、本会議をNNS（10ch）で生中継しています。

●甲府市議会だより
自治会などを通じて配布するほか、
甲府市役所本庁舎、各窓口センターなど
に置いてあります。
２月、５月、８月、11 月に発行します。

広
報
部
会

副委員長

深 沢 健 吾

鈴木　　篤 ― 鮫田　光一
寺田　義彦 ― 植田　年美

末木　咲子 ― 小沢　宏至
堀　とめほ ― 川崎　　靖
木内　直子 ― 山田　弘之
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甲
府
市
に
お
け
る
い
じ
め

の
現
状
に
つ
い
て

　

本
市
の
い
じ
め
の
現
状
認
識

と
、
い
じ
め
を
生
ま
な
い
土
壌

づ
く
り
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
に
お
け
る
本
市

の
い
じ
め
認
知
件
数
は
1
，

0
9
7
件
で
あ
り
、
冷
や
か
し

や
か
ら
か
い
、
軽
く
ぶ
つ
か
ら

れ
た
り
叩
か
れ
る
等
が
大
半
を

占
め
、
重
大
事
態
の
発
生
は
な

く
、
い
じ
め
認
知
が
０
件
の
学

校
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
い
じ
め
を
生
ま
な
い

土
壌
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
教

育
委
員
会
か
ら
各
校
に
対
し
て
、

道
徳
や
学
級
活
動
な
ど
教
育
活

動
全
体
を
通
じ
て
、
生
命
を
尊

重
す
る
心
や
一
人
一
人
の
個
性

を
認
め
合
う
集
団
づ
く
り
に
努

め
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。

甲
府
市
の
女
性
非
正
規
職

員
の
勤
務
条
件
に
つ
い
て

　

本
市
の
総
人
件
費
の
内
、
男

女
間
に
お
い
て
100
：
66
と
な
る

賃
金
格
差
は
非
常
に
大
き
い
が
、

女
性
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤

務
条
件
へ
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

産
前
産
後
休
暇
や
生
理
休
暇

は
無
給
休
暇
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
産
前
産
後
休
暇
期
間
中
に

は
健
康
保
険
か
ら
出
産
手
当
金

が
支
給
さ
れ
て
お
り
、
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
妊
娠
中
の
保
健
指

導
や
、
通
勤
緩
和
の
措
置
は
、

正
規
職
員
と
同
様
に
有
給
の
職

務
免
除
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
任
用
の
当
該

職
員
は
、
出
産
後
の
継
続
勤
務

が
可
能
と
な
る
、
育
児
休
業
の

制
度
を
取
り
入
れ
た
と
こ
ろ
で

す
。

ＱＡ

ＱＡ

こうふ未来

代表質問（分割）

藤原伸一郎

質問
動画

９
月
定
例
会

市
政
に

関
す
る

質
問

一
問
一
答
…�

一
問
ご
と
に
質
疑

応
答
を
行
う
。

分　
　

割
…�

質
問
項
目
ご
と
に

質
疑
応
答
を
行
う
。

一　
　

括
…�

質
問
項
目
す
べ
て

を
質
問
し
、
一
括

で
答
弁
を
行
う
。
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コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
市
職

員
の
心
身
の
健
康
状
態
等

に
つ
い
て

　

市
職
員
の
健
康
状
態
は
丁
寧

な
対
応
の
基
礎
で
あ
る
と
考
え

ま
す
が
、
自
己
都
合
退
職
者
や

傷
病
休
暇
、
病
気
休
職
の
増
加

に
つ
い
て
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

昨
年
度
の
自
己
都
合
退
職
者

は
、
前
年
度
に
比
べ
減
少
し
て

お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
関
連
す
る

退
職
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
傷
病
休
暇
や
病
気
休

職
は
増
加
の
傾
向
に
あ
り
、
総

体
的
に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調

の
割
合
が
多
い
状
況
で
す
。

　

こ
う
し
た
職
員
に
対
し
て
は
、

保
健
師
等
が
定
期
的
な
面
談
で

治
療
の
状
況
を
確
認
し
、
主
治

医
等
の
意
見
を
踏
ま
え
必
要
に

応
じ
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

臨
時
医
療
施
設
の
設
置
に

つ
い
て

　

市
民
と
医
療
従
事
者
の
安
全
・

安
心
を
図
る
た
め
に
も
、
国
や

県
に
要
求
し
て
臨
時
医
療
施
設

を
設
置
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、

見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

山
梨
県
で
は
、
直
近
の
感
染

状
況
を
踏
ま
え
、
病
床
を
62
床

増
床
し
、
367
床
に
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
８
月
31
日
に
は
、
県

内
４
番
目
と
な
る
宿
泊
療
養
施

設
が
開
設
さ
れ
、
今
後
更
な
る

療
養
施
設
の
整
備
が
予
定
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
も
、
患
者
と
な
ら
れ
た

方
々
の
入
院
又
は
宿
泊
療
養
施

設
へ
の
入
所
が
円
滑
に
で
き
る

よ
う
、
県
と
連
携
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

ＱＡ

ＱＡ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
・
伝
播
阻
止
に
つ
い

て
　

ワ
ク
チ
ン
接
種
完
了
後
も
、

Ｐ
Ｃ
Ｒ
等
検
査
を
高
齢
者
施
設
、

医
療
機
関
、
障
害
福
祉
施
設
の

職
員
・
入
所
者
に
は
最
低
週
１

回
、
保
育
園
、
学
校
等
に
お
い

て
も
頻
回
実
施
す
べ
き
と
考
え

ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

こ
の
感
染
拡
大
期
に
お
い
て

も
、
検
査
が
必
要
な
集
団
に
対

し
て
、
迅
速
か
つ
円
滑
に
検
査

が
受
け
ら
れ
る
体
制
を
確
保
す

る
と
と
も
に
、
医
療
機
関
や
高

齢
者
・
障
害
者
施
設
等
と
連
携

を
図
る
中
で
、
感
染
対
策
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

就
学
援
助
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
急
拡
大
を
受
け
、
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
の
本
格
的
な
早
期
導

入
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

全
て
の
子
ど
も
に
十
分
な
通
信

環
境
を
保
障
す
る
必
要
に
迫
ら

れ
て
い
ま
す
。
就
学
援
助
の
オ

ン
ラ
イ
ン
学
習
通
信
費
を
支
給

す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
が
、
見

解
を
伺
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
教
育
を
受
け
る

機
会
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
な

い
よ
う
、
入
学
準
備
費
等
の
単

価
の
引
き
上
げ
や
児
童
・
生
徒

の
保
護
者
に
対
し
て
支
援
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
通
信
費
の

支
援
に
つ
い
て
は
、
中
核
市
を

対
象
に
実
施
し
た
調
査
で
は
約

１
割
程
度
の
実
施
率
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
引
き

続
き
現
行
制
度
を
維
持
し
つ
つ

他
都
市
の
動
向
を
注
視
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ＱＡＱ

Ａ

こうふクラブ

代表質問（分割）

山田　　厚

日本共産党

代表質問（分割）

清水　英知

質問
動画

質問
動画
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防
災・浸
水
対
策
に
つ
い
て

　

熱
海
市
の
災
害
を
受
け
て
、

市
街
化
調
整
区
域
の
、
浸
水
想

定
区
域
に
お
け
る
水
災
害
対
策

を
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

　

今
般
の
法
改
正
を
受
け
、
自

然
災
害
か
ら
市
民
の
生
命
を
守

る
こ
と
を
最
優
先
と
す
る
中
で
、

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
新
駅
設

置
等
を
契
機
と
す
る
本
市
の
発

展
や
既
存
集
落
の
維
持
な
ど
の

将
来
を
見
据
え
、
安
全
上
及
び

避
難
上
の
対
策
を
組
み
込
ん
だ

開
発
許
可
制
度
と
し
て
、
見
直

し
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
は
、
甲
府
市
開
発
行
為

等
の
許
可
基
準
に
関
す
る
条
例

等
の
改
正
案
を
早
期
に
取
り
ま

と
め
た
上
で
、
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
等
移
動
販

売
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　

コ
ロ
ナ
禍
で
出
店
機
会
が
減

少
し
た
移
動
販
売
事
業
者
に
、

公
共
空
間
を
開
放
し
、
出
店
し

や
す
い
環
境
を
創
出
す
る
べ
き

と
考
え
て
い
ま
す
が
、
災
害
時

の
支
援
協
定
と
併
せ
て
見
解
を

伺
い
ま
す
。

　

公
共
空
間
に
お
い
て
開
催
す

る
、
市
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

の
提
供
や
出
店
へ
の
働
き
か
け

を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
移
動
販
売

事
業
者
と
の
協
定
に
つ
い
て
は
、

関
係
部
局
と
協
議
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

■

そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
と

対
応
に
つ
い
て　

他

ＱＡ

ＱＡ

コ
ロ
ナ
第
五
波
の
現
状
認

識
を
踏
ま
え
た
対
策
に
つ

い
て

　

今
後
の
感
染
防
止
対
策
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

　

更
な
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
促

す
た
め
、
働
く
世
代
が
ワ
ク
チ

ン
接
種
し
や
す
い
よ
う
に
土
日

や
平
日
夕
方
の
時
間
帯
を
設
定

し
ま
し
た
。
接
種
会
場
に
つ
い

て
は
、
コ
コ
リ
や
環
境
セ
ン

タ
ー
、
甲
府
記
念
日
ホ
テ
ル
、

ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
、
岡
島
ロ
ー

ヤ
ル
会
館
を
用
意
し
、
12
歳
以

上
の
全
て
の
接
種
対
象
者
に
対

し
て
接
種
の
加
速
化
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

農
業
基
盤
整
備
を
含
む

今
後
の
農
業
政
策
に
つ
い

て
　

中
道
地
区
に
お
け
る
有
害
鳥

獣
防
止
柵
の
設
置
を
含
め
た
今

後
の
農
業
基
盤
整
備
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

　

中
道
地
区
に
お
け
る
有
害
鳥

獣
防
止
柵
の
設
置
を
含
め
た
農

業
基
盤
整
備
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
、
現
在
、
千
代
田
地
区

で
実
施
し
て
い
る
山
梨
県
に
よ

る
県
営
事
業
の
完
了
の
見
通
し

と
併
せ
、
事
業
の
効
果
や
課
題

を
検
証
す
る
中
で
、
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

■

そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

小
中
学
校
の
通
学
路
の
安
全

確
保
へ
の
対
応
及
び
長
期
的

視
点
に
立
っ
た
整
備
に
つ
い

て　

他

ＱＡ

ＱＡ

創政こうふ

代表質問（分割）

山中　和男

政友クラブ

代表質問（分割）

鮫田　光一

質問
動画

質問
動画

甲府市議会だより211号 06

市政に関する質問



ス
ト
リ
ー
ト
ス
ポ
ー
ツ
普

及
に
つ
い
て

　

日
本
人
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
の
活

躍
で
人
気
や
認
知
度
が
高
ま
っ

て
い
る
ス
ト
リ
ー
ト
ス
ポ
ー
ツ

の
普
及
に
向
け
て
の
取
組
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー

ド
を
は
じ
め
と
す
る
ス
ト
リ
ー

ト
ス
ポ
ー
ツ
へ
興
味
を
持
っ
た

子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
、
初
心

者
向
け
教
室
の
開
催
な
ど
を
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、施
設
に
つ
い
て
は
、民

間
の
状
況
や
山
梨
県
が
検
討
し

て
い
る
計
画
等
を
注
視
し
、

「
だ
れ
も
が
い
つ
で
も
身
近
に
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
む
ま
ち
」の
実
現

を
目
指
し
、様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
に
つ
い
て

　

本
市
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
向
上

さ
せ
る
た
め
「
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー

ル
の
ま
ち
甲
府
」
を
掲
げ
る
こ

と
に
つ
い
て
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
は
本
市
が

Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
発
酵
食
品
で
も

あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
地
域
の

ブ
ラ
ン
ド
品
と
し
て
、
広
く
発

信
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
本

市
の
更
な
る
魅
力
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
東
日
本
で
最
初
に

ビ
ー
ル
が
販
売
さ
れ
た
と
い
う

史
実
の
紹
介
と
併
せ
、
ワ
イ
ン

な
ど
と
と
も
に
、
本
市
の
重
要

な
地
域
資
源
で
あ
る
発
酵
文
化

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
ま
ち
の
活

性
化
や
交
流
人
口
の
増
加
に
つ

な
が
る
よ
う
、
効
果
的
な
情
報

発
信
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ＱＡ

ＱＡ

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
と
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
に
つ

い
て

　

こ
う
ふ
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事

業
の
効
果
と
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
教
室
の
開
催
に
つ
い
て
見
解

を
伺
い
ま
す
。

　

こ
う
ふ
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事

業
は
、
市
民
の
健
康
増
進
や
環

境
意
識
の
向
上
、
消
防
団
員
の

応
援
の
た
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
活
用
し
た
ポ
イ
ン
ト

付
与
の
仕
組
み
を
構
築
し
、
新

し
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
に

つ
な
げ
て
い
く
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教

室
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
等

様
々
な
方
が
学
ぶ
こ
と
の
で
き

る
「
デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
講
習

会
」
の
早
期
実
施
に
向
け
た
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

甲
府
市
国
土
強
靱
化
地

域
計
画
に
つ
い
て

　

国
土
強
靭
化
地
域
計
画
に
位

置
付
け
る
事
業
と
し
て
、
想
定

浸
水
深
の
標
識
の
導
入
に
つ
い

て
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
水
害
に
対
す

る
意
識
向
上
を
図
る
た
め
、
今

後
、「
水
害
避
難
の
地
区
研
修

会
」
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
、「
わ
た
し
の
避
難
行
動

計
画
（
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
）」
の
説
明
や
実
際
の
災
害

を
想
定
し
た
実
践
的
な
訓
練
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
今
年
度
か

ら
想
定
浸
水
深
標
識
の
設
置
を

開
始
す
る
と
と
も
に
、
本
市
国

土
強
靭
化
地
域
計
画
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
に
位
置
付
け
、
計
画

的
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ＱＡ

ＱＡ

こうふ未来

一般質問（分割）

川崎　　靖

公明党

代表質問（分割）

中村　明彦

質問
動画

質問
動画

07 甲府市議会だより211号

市政に関する質問



行
政
改
革
大
綱
に
つ
い
て

　

現
行
の
行
政
改
革
大
綱
が
最

終
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

新
た
な
行
政
改
革
大
綱
の
方
針

に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
真
に
必
要
な
市

民
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に
提
供

す
る
た
め
、
現
大
綱
の
各
取
組

を
鋭
意
推
し
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
新
た
な
行

政
改
革
の
方
針
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
取
組
状
況
を
踏
ま
え
、

本
市
施
策
の
中
で
も
特
に
重
要

と
な
る
項
目
を
大
綱
に
位
置
付

け
、
行
政
経
営
の
観
点
か
ら
目

に
見
え
る
「
成
果
」
に
重
点
を

置
き
、
改
革
改
善
に
取
り
組
む

職
員
意
識
の
醸
成
に
努
め
る
中

で
、
迅
速
で
実
効
性
の
あ
る
行

政
改
革
を
力
強
く
推
進
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

米
倉
山
へ
の
ア
ク
セ
ス
道

路
の
整
備
に
つ
い
て

　

米
倉
山
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路

の
整
備
に
つ
い
て
見
解
を
伺
い

ま
す
。

　

甲
府
南
イ
ン
タ
ー
か
ら
米
倉

山
へ
の
最
短
の
ル
ー
ト
は
、
住

宅
街
を
通
過
す
る
道
幅
が
狭
い

道
路
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
道
路
を
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し

て
整
備
す
る
た
め
に
は
、
史
跡

文
化
財
が
多
数
あ
る
こ
と
な
ど
、

多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の

ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
研
究
機
関
の
進

出
状
況
や
そ
れ
に
伴
う
米
倉
山

を
中
心
と
す
る
周
辺
環
境
の
変

化
な
ど
を
注
視
す
る
中
で
、
本

市
の
道
路
整
備
状
況
を
俯
瞰
し
、

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ＱＡ

ＱＡ

「
コ
コ
ロ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

計
画
」に
つ
い
て

　
「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
の

浸
透
は
、
共
に
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
共
生
社
会
の
構
築
に
寄

与
し
、
こ
れ
ま
で
の
社
会
構
造

を
大
き
く
変
え
て
い
く
も
の
と

考
え
ま
す
が
、
本
市
の
こ
れ
ま

で
の
取
組
と
、
今
後
の
展
開
に

つ
い
て
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
の

推
進
に
つ
い
て
は
、
共
生
社
会

の
構
築
に
非
常
に
重
要
な
取
組

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
同
じ
社
会
を
構
成

す
る
者
と
し
て
、
相
手
を
思
い

や
る
こ
と
、
興
味
を
持
つ
こ
と

が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
よ

り
効
果
的
な
取
組
を
考
察
し
、

関
係
す
る
機
関
と
連
携
・
協
力

を
図
り
な
が
ら
継
続
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

「
甲
府
市
障
が
い
者
福
祉

計
画
」に
つ
い
て

　
「
甲
府
市
障
が
い
者
福
祉
計

画
」
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
、
共

生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
課
題

の
抽
出
・
整
理
や
、
ど
の
よ
う

な
考
え
の
も
と
、
今
後
に
つ
な

が
る
対
策
を
講
じ
て
い
く
の
か
、

見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
の
結
果

か
ら
、「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」、

「
地
域
に
お
け
る
生
活
環
境
」、

「
自
立
的
生
活
」
の
三
体
系
に

課
題
を
整
理
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

対
応
策
と
し
て
3
つ
の
計
画
目

標
を
定
め
、
計
画
に
盛
り
込
ん

だ
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
も
、共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
、特
性
に
応
じ
た
き
め
細
か

な
支
援
等
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ＱＡ

ＱＡ

政友クラブ

一般質問（分割）

池谷　陸雄

政友クラブ

一般質問（分割）

長沼　達彦

質問
動画

質問
動画

甲府市議会だより211号 08

市政に関する質問



新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
急
拡
大
に
お
け
る
事

業
者
支
援
策
に
つ
い
て

　

長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
で
の

事
業
者
支
援
策
と
し
て
、
据
置

期
間
後
の
返
済
が
始
ま
る
事
業

者
へ
の
つ
な
ぎ
融
資
や
信
用
保

証
料
補
助
を
再
度
検
討
す
る
と

と
も
に
、
新
た
な
利
子
補
給
制

度
等
も
検
討
す
る
べ
き
と
考
え

ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
資
金
を
必
要
と

す
る
事
業
者
に
向
け
た
受
け
皿

を
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
も
と

よ
り
、
国
の
財
政
措
置
を
有
効

に
活
用
す
る
中
で
現
在
の
ま
ん

延
防
止
等
重
点
措
置
へ
の
対
応

や
消
費
喚
起
策
な
ど
、
コ
ロ
ナ

感
染
拡
大
の
影
響
を
大
き
く
受

け
て
い
る
事
業
者
へ
の
支
援
策

を
展
開
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

年
利
1.2
％
分
の
利
子
補
給
と
、

県
と
市
で
合
わ
せ
て
約
２
分
の

１
の
信
用
保
証
料
の
補
助
が
あ

る
「
小
規
模
企
業
者
小
口
資

金
」
な
ど
、
本
市
の
融
資
制
度

を
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

周
知
に
努
め
る
こ
と
に
加
え
、

で
き
る
限
り
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に

融
資
実
行
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
、

事
業
者
の
資
金
繰
り
の
支
援
に

努
め
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き

国
・
県
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、

経
済
対
策
の
検
討
を
進
め
、
適

時
・
的
確
に
対
応
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■

そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

子
ど
も
家
庭
支
援
に
つ
い
て

・�

在
宅
医
療
と
介
護
の
連
携
体

制
に
つ
い
て

・�

遊
亀
公
園
附
属
動
物
園
100
年

の
歴
史
に
つ
い
て　

他

ＱＡ

武
田
神
社
周
辺
整
備
に
つ

い
て

　

信
玄
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
充
実

と
周
辺
の
魅
力
づ
く
り
に
つ
い

て
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

本
年
は
、
信
玄
公
生
誕
500
年

と
い
う
記
念
の
年
で
あ
り
ま
す

の
で
、
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
８
つ
の
テ
ー
マ
を

設
け
年
間
を
通
じ
た
特
別
展
を

企
画
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
臨
時
休
館
し
て
い

ま
す
が
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を

見
据
え
て
、
全
国
各
地
に
存
在

す
る
武
田
氏
三
代
や
躑
躅
が
崎

館
な
ど
に
関
す
る
資
料
や
、
高

密
度
展
示
ケ
ー
ス
を
活
用
し
た

展
示
資
料
の
充
実
、
ま
た
、
参

加
型
イ
ベ
ン
ト
「
武
田
24
将
ド

ラ
フ
ト
会
議
」
等
、
集
客
に
向

け
た
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
貴
重
な
歴
史
的
資

料
の
展
示
等
に
よ
り
、
信
玄

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
魅
力
を
向
上

さ
せ
周
辺
の
賑
わ
い
に
つ
な
げ

て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
脱
炭
素
に
つ
い
て

　

公
共
施
設
等
へ
の
太
陽
光
発

電
設
備
の
設
置
に
つ
い
て
見
解

を
伺
い
ま
す
。

　

国
が
策
定
し
た
「
地
域
脱
炭

素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
で
は
、
公

共
施
設
等
へ
の
太
陽
光
発
電
設

備
の
設
置
を
目
指
し
て
い
ま
す

こ
と
か
ら
、
今
後
示
さ
れ
ま
す

新
た
な
国
の
補
助
制
度
等
を
注

視
す
る
中
、
本
市
に
係
る
様
々

な
計
画
と
の
整
合
を
図
り
、
設

置
可
能
な
施
設
の
調
査
や
発
電

事
業
者
と
の
共
同
設
置
な
ど
有

効
な
方
策
を
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

ＱＡ

ＱＡ

創政こうふ

一般質問（分割）

望月　大輔

創政こうふ

一般質問（分割）

小沢　宏至

質問
動画

質問
動画

09 甲府市議会だより211号

市政に関する質問



防
災
会
議
の
女
性
委
員
の

増
員
に
つ
い
て

　

防
災
・
復
興
・
復
旧
に
女
性

の
視
点
は
重
要
で
あ
り
、
女
性

委
員
を
国
の
目
標
に
合
わ
せ
て

増
員
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考

え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

甲
府
市
防
災
会
議
の
構
成
機

関
に
対
し
、
国
が
発
出
し
た
要

請
を
踏
ま
え
た
委
員
の
推
薦
に

つ
い
て
依
頼
を
行
い
、
防
災
会

議
に
占
め
る
女
性
委
員
の
割
合

を
高
め
る
よ
う
努
め
ま
す
。

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓

制
度
の
導
入
に
つ
い
て

　

日
本
女
性
会
議
2
0
2
1
in

甲
府
に
合
わ
せ
た
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
の
導
入
に
つ

い
て
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

日
本
女
性
会
議
で
の
提
案
や

意
見
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
市
民

意
識
の
醸
成
を
図
り
、
導
入
に

関
す
る
議
論
を
深
め
て
ま
い
り

ま
す
。

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

つ
い
て

　

保
育
現
場
に
お
い
て
、
主
食

の
提
供
や
お
む
つ
の
準
備
等
に

つ
い
て
保
護
者
の
負
担
軽
減
を

図
る
な
ど
保
育
の
サ
ー
ビ
ス
向

上
に
つ
い
て
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、

更
な
る
負
担
軽
減
や
利
便
性
の

向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
各
保
育

施
設
の
独
自
性
を
尊
重
し
つ
つ

連
携
を
図
り
保
護
者
や
現
場
の

声
を
聴
く
中
で
、

保
育
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

ＱＡＱＡ

ＱＡ

公明党

一般質問（分割）

植田　年美

質問
動画

防災対策について
Q1　ハザードマップで自分の地域の状況を確認

したことがありますか？

Q2　防災グッズはどのようなものを備えていま
すか？

Q3　甲府市防災アプリは登録されていますか？

Q4　特に心配な自然災害は何ですか？

Q5　甲府市の防災対策についてご意見やご要望
はありますか？

　私たちは、みなさまの日常でのご意見ご要望をお

聞きする中で、暮らしに役立つ政策立案に向けて取

り組むとともに、現存する施策や事業の課題点、改

善点もしっかり把握し、より暮らしやすい甲府市を

実現していきたいと考えております。

　そこで、今回のコラムは「QR アンケート」と題

しましてみなさまからの率直なご意見をお聞きした

いと思います。

　ご協力のほど、よろしくお願いいたします。

《アクセス方法》
上記のQRコードを読み取って、URLにアクセスしてください。
※直接URLへのアクセスまたは FAXでもお受けしています。
URL：https://www.city.kofu.yamanashi.jp/gijichosa/qrchosa.html
FAX：055-227-5126（様式は任意）
※電話での受付は行っておりませんので、ご注意ください。

《期　限》
　令和 3年 12月 20 日（月）まで
《結　果》
　次号で、お知らせします。
　

〈広聴広報委員　堀とめほ〉

コラ
ム

アンケート！
QR
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甲
府
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育

事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

�

〈
民
生
文
教
委
員
会　

付
託
〉

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
伴
い
、
保
育
所
等
を
利
用
す
る
保
護
者
の
利
便
性
向
上
、
保

育
所
等
事
業
者
の
業
務
負
担
軽
減
等
の
観
点
か
ら
、
内
閣
府
令
の
改
正
に
基
づ
い
て
関

係
す
る
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
こ
と
に
対
し
、
委
員
会
と
し
て
は
、
事
業
者
が
諸
記
録
の
作
成
や
保
存
等
を
電

磁
的
な
方
法
と
す
る
場
合
に
は
、
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
よ
う
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
等
を
提

供
す
る
な
ど
の
支
援
に
努
め
る
こ
と
、
ま
た
、
電
磁
的
記
録
の
導
入
に
伴
い
、
事
業
者

に
個
人
情
報
の
取
扱
い
も
含
め
た
研
修
等
を
実
施
す
る
な
ど
丁
寧
な
対
応
を
す
る
こ
と

を
求
め
ま
し
た
。

な
お
、
採
決
の
結
果
、
当
局
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

号第
議 案
70

令
和
３
年
度
甲
府
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

�

〈
経
済
建
設
委
員
会　

付
託
〉

本
市
へ
の
誘
客
の
促
進
及
び
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
的
に
実
施
す
る
甲

府
に
泊
ま
ろ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
第
４
弾
）
に
係
る
経
費
等
の
補
正
予
算
で
す
。

こ
の
こ
と
に
対
し
、
委
員
会
と
し
て
は
、
新
た
な
感
染
拡
大
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
を
十
分
に
注
視
し
、
感
染
対
策
を
徹
底
す
る
中
で
事

業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
経
済
活
動
と
感
染
対
策
と
の
両
立
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
や

ま
な
し
グ
リ
ー
ン
・
ゾ
ー
ン
認
証
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
済
証
明
等
を
活
用
し
た
施
策
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
く
こ
と
を
求
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
県
内
外
か
ら
の
人
流
の
増
加

を
伴
う
施
策
は
時
期
尚
早
で
あ
る
た
め
反
対
と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
採
決
の
結

果
、
当
局
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
現
在
の
「
甲
府
に
泊
ま
ろ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
第
４
弾
）」
に
つ
い
て
は
、
委

員
間
討
議
に
よ
る
委
員
会
か
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、
事
業
内
容
を
再
検
討
し
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

号第
議 案
85

令
和
３
年
度
甲
府
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

〈
民
生
文
教
委
員
会　

付
託
〉

〈
経
済
建
設
委
員
会　

付
託
〉

３
歳
児
健
康
診
査
に
お
け
る
子
ど
も
の
弱
視
等
の
視
力
異
常
の
早
期
発
見
に
つ
な
が

る
検
査
機
器
の
購
入
に
係
る
経
費
、
通
学
路
緊
急
合
同
点
検
で
抽
出
し
た
危
険
箇
所
５

か
所
の
交
通
安
全
対
策
に
係
る
工
事
費
等
の
補
正
予
算
で
す
。

こ
の
こ
と
に
対
し
、
委
員
会
と
し
て
は
、
３
歳
児
健
康
診
査
に
お
け
る
弱
視
等
の
検

査
に
つ
い
て
は
、
検
査
機
器
導
入
前
に
受
診
し
た
３
歳
児
に
対
し
て
も
、
機
器
に
よ
る

検
査
の
実
施
を
検
討
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
通
学
路
交
通
安
全
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、
通
学
路
緊
急
合
同
点
検
等
に
よ

り
危
険
と
判
断
さ
れ
た
箇
所
へ
の
安
全
対
策
を
講
じ
て
い
く
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

な
お
、
採
決
の
結
果
、
当
局
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

号第
議 案
64

議案審査・
審議
議案は、総務・民生文教・経済建設・

環境水道の各常任委員会に付託され、

専門的な審査を受けた上で、本会議

において審議されます。

なお、全議案の審議結果は、14ページ

に記載しています。

常
任
委
員
会
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令和 2 年度

決算審査
特別委員会
審査の 概 要
決算に関する議案は、決算審査特別

委員会に付託され、専門的な審査を

受けます。

決
算
審
査

◇
決
算
審
査
特
別
委
員
会

　

委
員
長　

輿
石　

修

　

副
委
員
長　

末
木
咲
子

　

委　
　

員　

池
谷
陸
雄　

小
澤　

浩

　
　
　
　
　
　

深
沢
健
吾　

鮫
田
光
一

　
　
　
　
　
　

金
丸
三
郎　

岡　

政
𠮷

　
　
　
　
　
　

小
沢
宏
至　

兵
道
顕
司

　
　
　
　
　
　

堀
と
め
ほ　

神
山
玄
太

　
　
　
　
　
　

木
内
直
子　

山
田　

厚

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
緊
急
対
応
策

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
緊
急
対
応
策
に
つ
い
て
の
質
問
に

対
し
て
、
何
よ
り
も
市
民
の
生
命
と
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
と
し
、
感

染
対
策
の
徹
底
と
経
済
活
動
の
活
性
化
の
両
輪
で
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
、「
感
染
拡
大
の
防
止
と
対
策
機
能
の
強
化
」、「
市
民
生
活
へ
の
影
響

の
抑
制
」、「
経
済
活
動
の
不
安
の
縮
小
化
」
の
３
つ
の
柱
を
中
心
に
据
え
て
、
マ

ス
ク
等
の
衛
生
用
品
の
配
布
や
感
染
防
止
費
用
の
助
成
な
ど
の
感
染
拡
大
を
防

止
す
る
取
組
と
相
談
業
務
体
制
の
充
実
や
迅
速
な
検
査
体
制
の
確
立
な
ど
感
染

対
策
機
能
の
強
化
、
ま
た
、
各
種
給
付
金
の
迅
速
な
支
給
な
ど
の
市
民
生
活
を

応
援
す
る
取
組
、
さ
ら
に
は
事
業
者
の
方
々
を
支
援
す
る
取
組
の
ほ
か
、「
が
ん

ば
ろ
う
甲
府
！
最
大
30
％
戻
っ
て
く
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
な
ど
地
域
経
済
の
回

復
に
資
す
る
取
組
を
含
む�

120
項
目
以
上
の
時
勢
に
応
じ
た
施
策
を
的
確
に
講
じ

る
中
で
、
感
染
の
拡
大
を
可
能
な
限
り
抑
制
し
、
市
民
生
活
や
地
域
経
済
へ
の

影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
全
力
を
傾
注
し
て
き
た
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
今
後
も
感
染
症
の
収
束
の
見
通
し
が
立
た
な
い
こ
と
を
踏
ま

え
、
引
き
続
き
市
民
や
事
業
者
の
不
安
の
払
拭
に
向
け
た
施
策
の
展
開
を
求
め

る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
関
連
補
正
予
算
を
14
回
編
成
し
、
一
般
会
計
予
算
額
が
当
初

予
算
額
か
ら
約
３
割
増
に
達
す
る
と
い
う
市
制
施
行
後
131
年
の
歴
史
に
お
い
て

も
例
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
い
に
誇
る
べ
き
決
算
で
あ
る
と
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

PICK
UP1
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こ
う
ふ
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
サ
ー
チ
普
及
促
進
事
業

こ
う
ふ
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
サ
ー
チ
普
及
促
進
事
業
に
つ
い
て
の
質
問
に
対
し
て
、

参
加
学
生
の
半
数
が
県
内
に
就
職
し
て
い
る
こ
と
か
ら
地
元
就
職
の
促
進
に
一

定
の
効
果
が
あ
っ
た
も
の
と
認
識
し
て
お
り
、
今
後
も
運
営
主
体
が
活
動
を
継

続
し
て
い
く
に
当
た
り
、
自
立
に
向
け
て
課
題
と
な
っ
て
い
る
自
主
財
源
の
確

保
と
参
加
す
る
企
業
・
学
生
の
増
加
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

空
き
家
対
策

空
き
家
対
策
へ
の
取
組
に
つ
い
て
の
質
問
に
対
し
て
、
山
梨
県
空
き
家
等
対
策

市
町
村
連
絡
調
整
会
議
の
協
力
を
得
る
中
で
「
空
き
家
相
談
小
冊
子
」
を
作
成
し
、

各
専
門
家
団
体
が
推
薦
す
る
相
談
員
の
連
絡
先
を
掲
載
す
る
こ
と
に
よ
り
、
所
有

者
が
直
接
相
談
で
き
る
体
制
を
整
備
し
た
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
と
学
習
指
導
員

ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
等
の
配
置
に
つ
い
て
の
質
問
に
対
し
て
、

国
の
補
助
事
業
を
活
用
す
る
中
、
新
た
に
学
習
指
導
員
と
ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー

ト
・
ス
タ
ッ
フ
を
全
小
中
学
校
に
そ
れ
ぞ
れ
１
名
を
配
置
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
児
童
・
生
徒
の
学
校
生
活
を
支
援
し
た
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

PICK
UP2

PICK
UP3

PICK
UP4

決
算
審
査
特
別
委
員
会
か
ら
の
意
見

委
員
間
の
討
議
に
よ
り
、
委
員
会
と
し
て
求
め
て
い
く
意
見
は�

次
の
と
お
り
で
す
。

《
歳
入
》

・・�

臨
時
財
政
対
策
債
を
廃
止
し
、
本
来
の
地
方
交
付
税
に
復
元
す
る

よ
う
、
引
き
続
き
全
国
市
長
会
等
を
通
じ
て
国
へ
強
く
要
望
し
て

い
く
こ
と
。

《
総
務
費
》

・・�

業
務
量
に
見
合
っ
た
職
員
配
置
と
な
る
よ
う
検
討
す
る
こ
と
。

・・�

自
治
会
が
持
続
可
能
と
な
る
よ
う
、
自
治
会
と
行
政
と
の
関
わ
り

に
つ
い
て
、
行
政
依
頼
事
項
の
整
理
な
ど
を
含
め
検
討
し
て
い
く

こ
と
。

・・�

既
存
の
公
共
交
通
の
維
持
に
つ
な
が
る
よ
う
引
き
続
き
利
用
促
進

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
様
々
な
モ
ビ
リ
テ
ィ（
移
動
手
段
）
の
活

用
を
含
め
、
新
た
な
公
共
交
通
の
在
り
方
に
つ
い
て
調
査
・
研
究

を
進
め
る
こ
と
。

・・�

議
会
が
行
う
行
政
評
価
に
つ
い
て
、
議
会
に
お
い
て
検
討
す
る
こ
と
。

《
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
》

・・�

山
梨
県
に
対
し
て
、
引
き
続
き
利
子
の
減
免
等
を
強
く
要
望
し
て

い
く
こ
と
。

《
病
院
事
業
会
計
》

・・�

市
立
甲
府
病
院
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
議
会
と
し
て
議
論
す
る

こ
と
。
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◎市政功労表彰の決定
　本市の発展に尽力され功績が顕著であることから、次の方々を市政功
労表彰者として決定する議案が提出され、全員異議なく可決されました。
　齋藤伸右（市政推進）
　奥田　理（教育施策の充実）

◎人事案件については、次のとおり同意されました。
◆教育委員会委員の任命について　市川修策
◆公平委員会委員の選任について　山口一男
◆監査委員の選任について　　　　雨宮　均
◆副市長の選任について　　　　　窪田　淳
� （敬称略）

令和3年9月定例会 審議結果
議案番号 件名等 議決月日 結　果 政　友

クラブ
創　政
こうふ 公明党 こうふ

未　来
日　本
共産党

こうふ
クラブ

補
正
予
算

議案第62号 専決処分について（令和3年度甲府市国民健康保険事業特別
会計補正予算（第1号）） 9月15日 承認 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第64号 令和3年度甲府市一般会計補正予算（第6号）　※1 〃 可決 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇
議案第65号 令和3年度甲府市介護保険事業特別会計補正予算（第1号） 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇
議案第66号 令和3年度甲府市浄化槽事業特別会計補正予算（第1号） 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇
議案第67号 令和3年度甲府市病院事業会計補正予算（第1号） 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇
議案第79号 令和3年度甲府市一般会計補正予算（第5号）　※1 9月2日 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇
議案第85号 令和3年度甲府市一般会計補正予算（第7号） 9月29日 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 ×× 〇〇
議案第86号 令和3年度甲府市一般会計補正予算（第8号） 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

条
例
の
一
部
改
正

議案第63号 専決処分について（甲府市手数料条例の一部を改正する条例
制定について） 9月15日 承認 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第68号

甲府市個人情報保護条例及び甲府市行政手続における特定
の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づ
く個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の
一部を改正する条例制定について

〃 可決 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第69号 甲府市保健所関係手数料条例の一部を改正する条例制定に
ついて 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第70号 甲府市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第80号 特別職の職員で常勤のものの給与に関する条例の一部を改
正する条例制定について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

令
和
2
年
度
決
算

議案第73号 令和2年度甲府市各会計別決算の認定について 9月29日 認定 〇〇 〇〇※2 〇〇 〇〇 ×× ××

議案第74号 令和2年度甲府市地方卸売市場事業会計剰余金の処分及び決
算の認定について 〃 可決及

び認定 〇〇 〇〇※2 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第75号 令和2年度甲府市病院事業会計決算の認定について 〃 認定 〇〇 〇〇※2 〇〇 〇〇 ×× 〇〇

議案第76号 令和2年度甲府市下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認
定について 〃 可決及

び認定 〇〇 〇〇※2 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第77号 令和2年度甲府市水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定
について 〃 〃 〇〇 〇〇※2 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第78号 令和2年度甲府市簡易水道等事業会計決算の認定について 〃 認定 〇〇 〇〇※2 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

人
事
・
そ
の
他

議案第71号 市道路線の認定について 9月15日 可決 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇
議案第72号 市道路線の廃止について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第81号 市政功労表彰の決定について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第82号 教育委員会委員の任命について 〃 同意 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇
議案第83号 公平委員会委員の選任について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇
議案第84号 監査委員の選任について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇
議案第87号 副市長の選任について 9月29日 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議
員
提
出

甲議第11号 教職員定数改善、少人数学級推進及び義務教育費国庫負担
制度拡充を求める意見書提出について 9月15日 可決 〇��〇�� 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

甲議第12号 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実
を求める意見書提出について 9月29日 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 ×× △△

○○賛成　××反対　△△棄権
※1　�議案第64号は「令和3年度甲府市一般会計補正予算（第5号）」として提出されましたが、議案第79号「令和3年度甲府市一般会計補正予算（第6号）」が議

案第64号より先に議決（可決）されたことから、議長が整理し、同議案と補正予算の号数を入替え
※2　創政こうふの金丸三郎議員は、議案第73号から議案第78号までの採決について欠席

政友クラブ　◎池谷陸雄　荻原隆宏　原田洋二　鈴木　篤
　　　　　　　坂本信康　長沼達彦　小澤　浩　末木咲子
　　　　　　　深沢健吾　鮫田光一
創政こうふ　◎清水　仁　金丸三郎　輿石　修　岡　政𠮷
　　　　　　　山中和男　天野　一　小沢宏至　望月大輔
　　　　　　　寺田義彦

公　明　党　◎中村明彦　兵道顕司　植田年美　長沢達也
　　　　　　　堀とめほ
こうふ未来　◎神山玄太　廣瀬集一　藤原伸一郎　川崎　靖
日本共産党　◎清水英知　木内直子
こうふクラブ　◎山田　厚　山田弘之� ◎は会派代表者

甲府市議会会派

議案第 87号　副市長の選任について同意いたしました。
（略歴）
昭和 58年 4月　甲府市役所入所
平成 28年 4月　市長直轄組織総合戦略監
平成 31年 4月　総務部長
令和 3年 4月　�企画財務部公民連携課在職

（再任用）

窪
くぼ

田
た

　淳
あつし
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令和3年9月定例会 請願審査結果
番　号 件　　名 付託委員会 結　　果

請
願

第 3 －10号 教職員定数改善、少人数学級推進、及び義務教育費国庫負担制度拡充を図るための請願 民生文教 採　　択
第 1 － 3 号 安全・安心の医療・介護の実現と夜勤交替制労働の改善を求める請願 民生文教 継続審査
第 1 － 4 号 介護従事者の全国を適用地域とした特定最低賃金の新設を求める請願 〃 〃
第 1 － 5 号 看護師の全国を適用地域とした特定最低賃金の新設を求める請願 〃 〃
第 1 － 6 号 「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書」の採択を求める請願 経済建設 〃
第 2 － 2 号 治安維持法犠牲者国家賠償法（仮称）の制定等を国に求める請願 総　　務 〃
第 3 － 1 号 「75歳以上の医療費窓口負担2割化撤回を求める意見書」提出に関する請願 民生文教 〃
第 3 － 2 号 75歳以上患者負担2割化の徹底審議を求める請願 〃 〃
第 3 － 3 号 コロナ感染症から医療－公衆衛生体制の強化を求める請願 〃 〃
第 3 － 4 号 少人数教育の早期推進に関する請願 〃 〃
第 3 － 5 号 GIGAスクール構想に対応する子どもの健康管理などの請願 〃 〃
第 3 － 6 号 沖縄戦戦没者の遺骨混入土砂を辺野古新基地などの埋立てに使用しないことを求める請願 総　　務 〃
第 3 － 7 号 安易な「病床削減」「医療従事者長時間労働」ではなく地域・医療職場の自主性を求める請願 民生文教 〃
第 3 － 8 号 トリチウムなどの放射性核種を含むALPS処理水の海洋放出方針決定の撤回を求める請願 環境水道 〃
第 3 － 9 号 「盛り土」規制などの法整備と流域治水の事前防災について請願 総　　務 〃
第 3 －11号 コロナ陽性者の「自宅療養」をやめ臨時病院の病床増で入院治療を求める請願 民生文教 〃
第 3 －12号 学校などのクラスター防止と検査の充実を求める請願 〃 〃
第 3 －13号 介護保険の保険料・利用料の過重負担を招かない対策を求める請願 〃 〃

教職員定数改善、少人数学級推進
及び義務教育費国庫負担制度拡充
を求める意見書

義務教育費国庫負担制度については、国庫負
担割合が3分の 1に引き下げられ、独自財源
により人的措置を行っている自治体も多く、地
方自治体財政を圧迫していることや自治体間の
教育格差が生じることは大きな問題である。
子どもたちが全国どこに住んでいても、一
定水準の教育を受けられることが憲法上の要
請であり、定数改善に向けた財源の保障が必
要であることから、次の事項について適切な
措置を講ずるよう強く要望する。

1　�計画的な教職員定数改善を進めるとともに、
少人数学級の推進を図ること。

2　�教育の機会均等と水準の維持向上を図るた
め、義務教育費国庫負担制度の堅持ととも
に国庫負担割合を 2分の 1に復元すること。

3　�教育条件の格差解消を図るため、地方交付
税を含む国における教育予算を拡充するこ
と。

提出先
衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣
財務大臣　総務大臣　文部科学大臣

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し
地方税財源の充実を求める意見書

令和 4年度地方税制改正に向け、次の事項を確実に実現される
よう、強く要望する。

1　�令和 4年度以降 3年間の地方一般財源総額については、「経済
財政運営と改革の基本方針 2021」において、令和 3年度地方
財政計画の水準を下回らないよう実質的に同水準を確保すると
されているが、急速な高齢化に伴い社会保障関係経費が毎年度
増大している現状を踏まえ、他の地方歳出に不合理なしわ寄せ
がなされないよう、十分な総額を確保すること。

2　�固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、制度の根
幹を揺るがす見直しは家屋・償却資産を含め、断じて行わない
こと。生産性革命の実現や新型コロナウイルス感染症緊急経済
対策として講じた措置は、本来国庫補助金などにより国の責任
において対応すべきものである。よって、現行の特例措置は今
回限りとし、期限の到来をもって確実に終了すること。

3　�令和 3年度税制改正において土地に係る固定資産税について講
じた、課税標準額を令和 2年度と同額とする負担調整措置につ
いては、令和 3年度限りとすること。

4　�令和 3年度税制改正により講じられた自動車税・軽自動車税の
環境性能割の臨時的軽減の延長について、更なる延長は断じて
行わないこと。

5　�炭素に係る税を創設又は拡充する場合には、その一部を地方税
又は地方譲与税として地方に税源配分すること。

提出先
衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　財務大臣　総務大臣
経済産業大臣　内閣官房長官　経済再生担当大臣

請願または議員自らの提案に基づき、
議会の意思を決定し提出します。市民の声を反映して
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甲府市議会ホームページ・Eメール

URL	 https://www.city.kofu.yamanashi.jp/shise/gikai/index.html
Email	 gikai@city.kofu.yamanashi.jp 〈モバイル〉 〈フェイスブック〉

請願・陳情等の提出期限が変更になりました！
甲府市議会基本条例に、請願者等に説明機会を設けることができることが規定されました。
このことに伴い、審査までに日数が必要となりますことから、原則として定例会開会日の 3開庁日前に
変更になりました。

※令和 3年 12月定例会審査分の提出期限：11月 25日（木）まで

議会日誌

12月定例会の予定

無料アプリ「マチイロ」を利用し
て、スマートフォンなどで、いつで
も甲府市議会だよりがお読みいた
だけます。

※通信料は利用者負担となります。
※�表示される広告の内容について
は、一切責任を負いません。

月 火 水 木 金 土 日
11/29 30 12/1 2 3 4 5

本会議
（開会） 休会 休会 本会議

（市政一般質問）

6 7 8 9 10 11 12
本会議

（市政一般質問） 常任委員会 休会

13 14 15 16 17 18 19
本会議
（閉会）

本会議の内、開会日及び市政一般質問を行う 3日間はNNS（10ch）やインターネットに
よる中継のほか、本庁舎南側にある大型ビジョンでも放映します。

編集後記
7月より新たに設置された広聴広報委員会。メンバーも新構成のもと、今号から市議会だよりの編集・発行を
行ってまいります。今秋は信玄公生誕 500 年を迎える節目、これまでの流れを受け継ぎながらも新しい感覚を
取り入れながら、「見やすさと親しみ」を持っていただけるように、ちょっとだけ “ゆる～い市議会だより ”を
お楽しみいただければと思います。　� 広聴広報委員　小沢宏至

7月 6 日（火）� 会派代表者会議
7月16日（金）� 民生文教委員会
7月19日（月）� 広聴広報委員会
7月20日（火）� 正副委員長会議
7月26日（月）� まちづくり調査研究会
8月 4 日(水)� �山梨県市議会議長会議員合同研修

会（前期・オンライン）
8月 5 日（木）� �議会運営委員会、正副委員長研修会、

広聴広報委員会（広報部会）
8月23日（月）� �広聴広報委員会（広聴部会）、議会運

営委員会、議会制度調査研究会
8月24日(火)� �新型コロナウイルス感染症対策連

絡会議（以下、連絡会議）
8月25日（水）� リニア・公共交通調査研究会
8月26日（木）� �新型コロナウイルス感染症対策特

別委員会
8月30日（月）� �議会運営委員会、会派代表者会議・

連絡会議
9月 2 日（木）� �議会運営委員会、9月定例会開会、本

会議（提案理由の説明、経済建設委
員会付託）、経済建設委員会、本会議
（経済建設委員長報告、採決）、広聴
広報委員会

9月 7 日（火）� 本会議（質疑及び市政一般質問）
9月 8 日（水）
9月 9 日（木）� �議会運営委員会、本会議（質疑及び

市政一般質問、各常任委員会付託、
決算審査特別委員会設置）、決算審
査特別委員会

9月10日（金）� 常任委員会（総務・民生文教）
9月13日（月）� 常任委員会（経済建設・環境水道）
9月15日（水）� �議会運営委員会、本会議（各常任委員

長報告、採決）、新型コロナウイルス
感染症対策特別委員会、会派代表者
会議・連絡会議

9月16日（木）� 決算審査特別委員会
　　～� （土•日•祝日を除く）
9月27日（月）
9月29日（水）� �議会運営委員会、本会議（決算審査

特別委員長報告、討論、採決、提案理
由の説明、各常任委員会付託）、総務
・民生文教・経済建設委員会、本会
議（各常任委員長報告、討論、採決、
新型コロナウイルス感染症対策特
別委員長中間報告）、9月定例会閉会、
広聴広報委員会（広報部会）

10月 5 日（火）� 広聴広報委員会
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